
ちくりん舎 (NPO 法人 市民放射能監視センター）

第 4 回シンポジウム

2017 年　３月19 日( 日 )
　　　13：30 ～ 16：30　( 開場 13：15）                          

主催 ： ちくりん舎 (NPO 法人 市民放射能監視センター）

　後援 ： 認定 NPO 法人高木仁三郎市民科学基金

　事故後 6年目を迎える今、福島原発の「風化」

が進められています。避難指定区域の一方的解
除。自主避難者の住宅支援の打ち切り。チェルノ
ブイリ事故と並ぶ史上最悪レベルの福島原発事
故をまるで「無かったこと」にするような動きが
進められています。現実をつぶさに見れば、それ
は「風化」ではなく、被害者切り捨て、隠蔽と証
拠隠滅と言っても過言ではありません。
　このような状況に抗して私たちは何をすべきな
のでしょうか。過去の被ばく被害の実態と福島原
発事故の現在を考え合わせる中で、私たちのでき
ることを考えてみたいと思います。

お話

●安田和也さん
　　( 第五福竜丸展示館主任学芸員）

●黒川祥子さん
　　( 伊達市出身　フリーライター）

●愛澤弘子さん
　　( 浪江町からいわき市に避難）

東京しごとセンター　( 飯田橋駅徒歩 7 分 ) ・ 資料代５００円 

隠される被ばく
～　福島原発事故 6年目を迎えて　～



飯田橋駅から
•JR 中央・総武線「東口」より徒歩 7 分
• 都営地下鉄大江戸線・東京メトロ有楽町線・南北線
　「A2 出口」より徒歩 7 分
• 東京メトロ東西線「A5 出口」より徒歩 3 分

水道橋駅から
•JR 中央・総武線「西口」より徒歩 5 分 

九段下駅から
• 東京メトロ東西線「7 番出口」より徒歩 8 分
• 東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄新宿線「3 番出口」徒歩 10 分

所在地：東京都千代田区飯田橋 3 丁目 10 番 3 号
TEL. 03-5211-1571

●ちくりん舎は、NPO 法人市民放射能監視センター
の愛称です。
●ちくりん舎は、フランスの放射能分析市民 NGO で
ある A

ア ク ロ

CRO よりゲルマニウム半導体測定器を寄贈さ
れたことをきっかけに、立ち上げられた市民団体です。 
●ちくりん舎は行政から独立して放射能汚染を監視・
測定、情報発信する、市民団体・個人からなる会員組
織です。共同で測定ラボを運営しています。

シンポジウム会場・東京しごとセンター

↑会場は、
講堂（地下２階）

都立第五福竜丸展示館主任学芸員、公益財団法人第五福竜丸平
和協会事務局長。中央大学、恵泉女学園大学兼任講師。ノーモ
ア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会理事。1953 年那覇生ま
れ東京に育つ。共著『水爆ブラボー』草の根出版会 04、『フィー
ルドワーク第五福竜丸展示館』平和文化 07、被ばく 60 年記念
出版『第五福竜丸は航海中』2014、『第五福竜丸展示館 40 年
のあゆみ』など編集制作。

とは

安田和也さん

ノンフィクション作家。福島県伊達市生まれ。2013 年、『誕
生日を知らない女の子　虐待−その後の子どもたち』で第 11
回開高健ノンフィクション賞受賞。2017 年２月、伊達市を
舞台にした『「心の除染」という虚構　〜『除染先進都市』は
なぜ除染をやめたのか』を上梓。他の著作に『子宮頸がんワ
クチン、副反応と闘う少女とその母たち』など。

事故当時、福島第 1 原発から北西 9km の浪江町で被災。
震災翌日の 12 日早朝、義父母、実母、夫、11 歳と 5 歳
の娘と一緒に 7 人で、防災無線のサイレンと共に着の身着
のまま浪江町山間部の津島に避難。翌 13 日に東京へ脱出。
家は、高濃度の放射能に汚染されて帰還困難区域となり、
帰還を断念。2013 年にいわき市に移住。

黒川祥子さん

愛澤弘子さん

Yasuda  Kazuya

Kurokawa Shouko 

Aizawa Hiroko

●ちくりん舎には経験のあるスタッフがいる他、様々
な市民団体が会員になり情報交換をしています。
●詳しくは、ＨＰをご覧ください。
   http://chikurin.org

〒 190-0181 
東京都西多摩郡日の出町大久野 7444
Tel/Fax:042-519-9378  
e-mail  lab.chikurin@gmail.com


